
 

１．初出に、外大大ＧＰ（グランプリ） 外大大ＳＰ（ショート■プログラム）と書き、次からは、外大大ＧＰ、外

大大ＳＰと書くのがもっとも自然な書き方だと思います。 

この場合は、ＧＰ、ＳＰだけでは分からない方のために、意味を説明していますので、「てびき」p192 (3)

に該当する。 

 

 

 

２．オールマイティについては、点訳フォーラムＱ＆Ａ 第３章 その２ p71 ５．外来語の現在の 38．を

参照。 

「almighty」は、英語本来の意味では「全能の神」を表すようですが、日本では、英語本来の意味ではな

く、「なんでもできる人」という意味で使われています。和製英語的に、「オール」は「すべて」、「マイテ

ィー」は「力がある」のように解釈されて使われているように思います。ですので、片仮名で「オールマ

イティー」と書かれていれば「オール■マイティー」と区切って書いてよいのではないでしょうか。 

 

 

初出⇒ 

 

次からは⇒ 

初出⇒ 

 

次からは⇒ 



 

ＡＮＡについては、外大大ＡＮＡ と書きます。アルファベットで書かれた略称にルビが付いていなければ、

読みをカッコで付ける必要はありません。ＮＡＳＡ、ＯＰＥＣに、ナサ、オペックとは書きませんし、それは墨

字の読者に対してと同じだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「Continues～ with Wings～」の「～」は、副タイトルを囲む役割ですので、この場合は、②⑤②⑤の線

でつなぎます。「てびき」p157 の副見出しの書き方を適用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．点訳者の点訳方法は間違いではありませんので、校正で指摘するポイントではないと思います。間

違えではないと思うので、点訳資料校正基準の８ページに「校正はあくまでも原文と点訳されたもの

との照合であって、新たな点訳で はありません。自分ならこのように点訳するという視点ではなく、

点訳者の 意図を尊重し、明らかな誤りを指摘するようにします。」とあるので、点訳者を尊重したいと

思います。 

 
 

墨字の形にとらわれず、点字では 

(1) 基本的に第１カギを用いる。 

(2) カギの中に更にカギが必要なと

きには、基本的にふたえカギを用い

る。 

(3) それ以外のカギが必要なとき

は、第２カギを用いる。第２カギは、地

の文にも、カギの中にも用いることが

できる。 

という点を押さえれば？ 


